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法 律 相 談
日常生活上のもめごとや法律上

の手続きなどについて、弁護士が
相談に応じます。毎週木曜日…区

役所一階区民相談室　毎月第三水
曜日…第二庁舎。時間はいずれも

午後1時～4時。

豊
か
な
地
域
社
会
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

区
民
大
学
講
座
を
開
設

野
外
研
修
や
見
学
会
も
講
座
に
と
り
い
れ
ま
し
た

社
会
教
育
に
対
す
る
要
求
の
高
ま
り
に
答
え
る
た
め
、区
で
は

初
め
て
の
試
み
と
し
て
区
民
の
文
化
的
教
養
と
区
民
相
互
の
連
帯

を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
、区
民
大
学
を
開
設
し
ま
す
。

昨
年
の
六
月
に
実
施
し
た
「足
立

区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
な
か

で
も
、区
で
催
す
各
種
教
養
講
座
や

学
習
へ
の
参
加
を
望
む
声
が
、
約
三

割
近
く
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
半
面
、
足
立
区
は
教
育
と
文

化
が
ゆ
き
と
と
い
て
い
る
か
の
問
に

対
し
て
は
、
全
体
的
に
評
価
の
低
い

回
答
が
で
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
生
涯
教
育
の
視
点
か
ら
、

生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
学
習
の
要

求
が
、
区
民
の
閧
で
も
た
か
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
憲
法
と
も
い
わ
れ
る
「
足
立
区
基

本
構
想

」か

、
昨
年
十
一
行

に
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
嘸
策
の
な
か
で
も
、
区
民
の

情
操
教
育
や
社
会
教
育
に
お
け
る
学

習

、
日
常
生
活
の
な
か
の
文
化
活
動

の
一父
流
・
発
表
な
ど
の
機
会
や
場
の

提
供
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
文
化
的
教
養
を
高
め
、
あ

わ
せ
て
区
民
相
互
の
連
帯
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
明
日
の
望
ま
し
い
足

立
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
い
し
づ
え
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、学
習
へ
の
た
か
ま
り
を

育
成
し
、文
化
的
教
養
を
助
長
す
る

た
め
に
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、K

民
人
学
を
開
講
し
区
民
の
要
望
に
答

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
学
の
公
開
講
座
に

見
合
う
よ
う
に

区
で
は
、高
度
な
教
育
機
関
と
し

て
長
年
に
わ
た
っ
て
、
大
学
の
誘
致

を
考
え
て
き
ま
し
た
。

人
口
六
卜
二
万
有
余
の
規
模
か
ら

し
て
、区
内
に
こ
う
し
た
教
育
・
研

究
の
場
を
も
つ
こ
と
は
、区
民
の
教

育
・
文
化
・
学
術
面
へ
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
学
の
誘
致
は
最
大
の

関
心
事
で
す
が
、
こ
れ
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
短
期

に
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
在
大
学
で
行
な
わ
れ

て
い
る
公
開
講
座
に
見
合
う
よ
う
に

し
、
講
義
内
容
も
高
度
な
教
養
を
高

め
る
こ
と
を
意
図
と
し
て
開
設
し
ま

す
。

区民大学にあなたもご参加を

第
一
期
目
の
テ
ー
マ
は

日
本
文
化
の

特
質
を
考
え
る

こ
の
区
民
大
学
は
、
従
来
開
設
し

て
い
た
成
人
学
校
に
対
し
、よ
り
内

容
を
高
め
、
高
度
な
教
養
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
大
学
講
座
は
、
現

在
失
わ
れ
っ
つ
あ
る
住
民
相
互
の
連

帯
を
深
め
、
自
ら
が
自
主
性
と
主
体

性
を
も
ち
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
お
お
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
単
な
る
講
演
会
形

式
の
講
座
で
な
く
、
受
講
生
が
そ
れ

ぞ
れ
に
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い

く
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
の
テ
ー
マ
は

、
「
日
本
文

化
の
特
質
を
考
え
る
」
と
嘔
し
開
講

し
ま
す
。

講
座
で
は
、
受
講
生
の
ふ
れ
あ
い

を
求
め
て

、
野
外
研
修
会
や
見
学
会

な
ど
も
お
り
こ
ん
た
内
容
豊
富
な
も

の
で
す
。次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
六
月
一
日
～
(
月
十
日
ま
で

の
十
二
日
間
(
左
表
)

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
動
者

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
(
竹
の

塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
)

時
間
　
午
後
六
時
三
〇
分
～
(
時
三

〇
分
(
第
五
回
を
除
く
)

定
員
　
八
十
名
(
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
)

受
講
料
　
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所

ま
た
は
動
務
先
所
在
地
お
よ
び
名

称
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
(
連
絡
先
)

、
返
信
(

ガ
キ
に
も
住
所
、
氏
名
を
明
記

申
込
期
限
　
五
月
二
十
五
一日
(
金
)

の
消
印
ま
で
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
〒
1
2
0千
住

了

五
〇
　
教
育
委
員
会
文
化
係
(
　
(
(

二
-
一
コ

一
)

日 程 と 内 容

あ き 家 都 営住 宅
地元割当の登録者

316名を募集します

足
立
区
に
割
り
当
て
ら
れ
た
「あ

き
家
都
営
住
宅
」の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
募
集
は
、区
内
居
住
者
を
対

象
に
「あ
き
家
」が
発
生
し
た
と
き

の
た
め
に
、あ
ら
か
じ
め
入
居
者
を

決
め
て
お
く
も
の
で
募
集
人
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

▽
第
一
種
住
宅
・
=
百
十
六
名
　
▽
第
一

種
(
小
世
帯
)
住
宅
・
=十
二
名
　

▽
第
二
種
住
宅
・・一
百
四
十
七
名
　
▽

第
二
種
(
小
世
帯
)
住
宅
:
人
名
　

▽
特
別
低
所
得
住
宅
・・・
二
十
四
名
　

▽
母
子
住
宅
・
:九
名

申
込
用
紙
配
布
　
五
月
二
十
一
日
～

二
十
六
日
ま
で

、
区
役
所
一
階
区

民
係
、
第
二
庁
舎

、
各
出
張
所
で

配
布
(
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
)

申
込
　
▽
持
参
・
=・
五
月
二
十
一
口
～

ニ
ト
六
日
ま
で
に
区
民
係
に
提
出

す
る
(
二
十
六
日
は
午
前
巾
)

▽
郵
送
=・
五
月
二
十
一
日
～
二
十

六
日
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
五
月

三
十
日
ま
で
に
足
立
郵
便
局
に
到

着
の
も
の
に
限
り
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
の

融
資
を
あ
っ
せ
ん

自
己
用
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
増

築
に
必
要
な
賢
金
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
。

申
込
資
格
　
○
都
内
に
居
住
し
、昭

和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
申
込

み
日
ま
で
の
閧
、
通
算
三
年
以
上

居
住
　
○
昭
和
五
十
三
年
度
の
住

民
税
額
が
五
十
五
万
円
以
下
　
○

団
体
信
用
生
命
保
険
に
加
入
。年

齢
な
ど
で
加
入
で
き
な
い
方
は
連

帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ
る
　
○
建

築
基
準
法
等
の
法
令
に
適
合
す
る

申
込
用
紙
配
布
　
五
月
三
十

百

ま

で
都
庁
第
二
庁
舎
住
宅
局
貸
付
課

申
込
受
付
　
一
般
(
新
築
・
分
譲
)
…

五
月
二
十
{
日
～
二
十
五
日

一
般
(
増
築
)
、特
別
(
新
築
・

分
譲
・
増
築
)
…
五
月
二
十
(
日
～
三

十
一
日

申
込
書
類
　
住
民
票
写
し
　
昭
和
五

十
三
年
度
住
民
税
納
税
証
明
書

申
込
・
間
合
せ
先
　
住
宅
局
賃
付
課
(

〒
1
0
0千
代
田
区
丸
の
内
三
丿
(
-

一
　
　

二
匸
T

五
コ

一
)

震災時の避難場所
6 月1 日から8 か所になります

都
は
昭
和
四
十
七
年
七
月
に

、

大
震
災
の
発
生
に
備
え
て
避
難
場

所
を
百
二
十

一
か
所
指
定

し
、足
立
区

で
も
六
か
所

指
定
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、

そ
の
後
市
街

地
の
状
況
が

変
わ
っ
た
り
、

人
口
の
増
減

な
ど
が
あ
っ

た
た
め
に
、

避
難
場
所
と

し
て
適
さ
な
い
箇
所
が
て
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
昨
年
か
ら
全
般
的

な
見
直
し
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
足
立
区
で
も
地
区

割
当
や
避
難
遭
路
の
一
部
変
更
、

指
定
解
除
す
る
地
域
の
ほ
か
、
新

た
に
『
公
団

江
北
六
丁
目

団
地
周
辺

』

「
公
団
花
畑

団
地
」
を
含

む
(
か
所
が

指
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
避
難

場
所
の
追
加

と
地
区
割
当

の
変
更
は
、

六
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

万
一
に
備

え
、常
日
頃
か
ら
ご
自
分
の
避
難

場
所
を
よ
く
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

足立区新避難場所

足
立
区
展
作
品
を

募
集
し
ま
す

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
は

ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

今
年
は
国
際
児
童
年
に
ち
な
み
、

協
賛
記
念
展
と
し
て
区
役
所
ヒ
階
で

六
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で

鬨
催
し
ま
す
。

―
―
◇
応
募
作
品
規
定
◇
―
―

少
年
の
部
　
▽
洋
画
・
油
絵
・
水
彩

画
・
版
画
で
三
十
号
以
下
、仮
緑

以
上
の
頷
装
付
一
名
一
点
、中
学

三
年
ま
で
　
▽
彫
塑
　
作
品
材
質

は
特
に
制
限
な
し
。大
き
さ
は
1

㍍
四
方
以
内
で
一
名
三
点
以
内
　

▽
書
道
　
漢
字
・
か
な
で
半
切
仮

巻
以
上
、
一
名
一
点
で
小
学
三
年

～
中
学
三
年
生
ま
で

一
般
の
部
　
▽
洋
画
・
油
絵
・
水
彩

画
・
版
画
五
十
号
以
下
、仮
縁
以

上
の
額
装
付
一
名
一
点
以
内
　
▽

彫
塑
　
少
年
の
部
に
同
じ
　
▽
書

道
・
漢
字
・
か
な
・
近
代
詩
文
・

前
衛
・
篆
刻
・
刻
字
で
軸
装
か
額

装
、枠
張
と
し
、9
1
㌢
×
1
8
2
㌢
以

内
―
◇
搬
入
口
時
(
区
役
所
七
階
)
◇
―

少
年
の
部
　
▽
洋
画
・
彫
塑
…
六
月

二
十
三
日
(
土
)
午
前
九
時
～
午

後
二
時
　
▽
書
道
二
(
月
三
十
日
(

土
)
午
前
十
時
～
午
後
二
時

一
般
の
部
　
▽
洋
画
・
彫
塑
士
(
月

二
十
三
日
(

土
)
午
前
九
時
～
午

後
四
時
　
▽
書
道
上
(
月
三
十
日
(

土
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化
係

二
十
一
世
紀
に
む
け
て
の
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
ま
る

区
で
は
、基
本
構
想
策
定
を
記

念
し
、二
十
一
世
紀
に
む
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
を
表
わ
す
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
入
選

作
に
五
人
、佳
作
に
十
人
の
方
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。入
選
作

お
よ
び
佳
作
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。(
敬
称
略
)

入
選
作
　
「郷
土
愛
、ひ
ろ
が
る

足
立
に
か
が
や
く
未
来
」　
安

棲
繁
美
(
江
北
七
-
ニ
ー
五

-
五
〇
五
)
　
「自
然
の
美
、

人
情
の
美
、そ
ん
な
足
立
を
不

や
孫
に
」　
片
山
昭
(
日
ノ
出

町
匸

〒

一
六
)
　

「
新
し
い

ふ
る
里
づ
く
り

、
わ
が
足
立

」

下
坂
賀
子
(
神
明
南
一
上
ニ
ー

五
)
　

「
豊
か
さ
と
緑
と
夢
と

や
す
ら
き
は
、
足
立
の
未
来
の

合
河
葉

」　
橋
本
完
寿
郎
(
江

北
四
上

八

丿
二
四
)
　

「
緑

濃
さ
足
立
は

、文
化
を
胯
る
街
」

浜
田
繁
(
花
畑
一
一

二

〒

五
)

佳
作
　
芦
川
愽
【花
畑
六
上
】
○

上
二
二
)
　
新
井
啓
司
(
東
和

四
-
}
四
上
〒
一
〇
九
)
　

久
保
泰
男
(
新
田
三
1
一
〇
―

一
(
)
　
佐
藤
武
志
{
本
木
一

上
三
〒
}
五
)
　
茂
木
素
次

(
伊
興
町
前
沼
匸
一
九
六
上
二
)

船
崎
研
二
(
大
谷
田
一
-
一
一

一
〇
一
九
〇
九
)
　
横
山
正
夫

(
千
住
五
-
三
六
)
　
吉
田
は
つ

ゑ
(
綾
瀬
一
上
二
三
-
二
(
)
　

渡
辺
栄
一
(
千
住
旭
町
四
一
―

匸
一
)

善
行
青
少
年
の
ご
推
せ
ん
を

区
で
は
、
善
行
青
少
年
の
顕
彰

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
住
み
に
な
る
地
域

で
、
よ
い
行
な
い
を
し
た
青
少
年

を
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。顕
彰
状

と
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

対
象
・
基
準
　
区
内
在
住
・
在
勤・

在
学
の
十
八
歳
末
膺
の
青
少
年

で
、▽
勇
気
や
親
切
を
示
し
、

周
回
を
明
る
く
し
た
　
▽
公
徳

心
を
高
め
た
　
▽
自
立
心
に
富

ん
だ
　
▽
誠
実
・
責
任
・
努
力

が
認
め
ら
れ
る
行
な
い
の
方

推
せ
ん
方
法
・
期
限
　
六
月
二
日

(
土
)
ま
で
に
、最
寄
り
の
青

少
年
対
策
地
区
委
員
会
(
各
出

張
所
が
事
務
局
)
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係
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ふれあおう

まもろ う

やすらぎの
緑

自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

区
で
は
、
自
然
や
緑
へ
の
観
し
み

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

第
三
回
《
自
然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
》
を
行
な
い
ま
す
。

通
り
に
面
し
た
庭
や
軒
先
、
団
地

の
ベ
ラ
ン
ダ
を
飾
る
植
木
や
草
花
、

自
然
林
、
寺
社
の
森
、
屋
敷
林
、
公

園
の
美
し
さ
な
ど
、カ
メ
ラ
を
通
し

て
区
内
の
緑
と
私
た
ち
の
か
か
わ
り

あ
い
を
、
強
く
訴
え
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
上
の
注
意
　
①
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
で
、作
品
は
一
年
以
内
に
撮
影

し
た
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。②
応
募
作
品
の
点
数
に
は

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、返
却
は

し
ま
せ
ん
。③
入
賞
し
た
方
は
、

ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
便
用
権

は
区
に
帰
属
し
ま
す
。

規
格
　
2
L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～

四
ツ
切
ま
で

締
切
　
(
月
三
十
一
日
(
金
)

賞
　
推
せ
ん
一
点
、特
選
三
点
、入

選
十
点
、佳
作
二
十
点
(
入
賞
者

に
は
、賞
状
、賞
品
を
差
し
あ
げ

ま
す
)

提
出
先
　
緑
化
係
お
よ
び
、区
内
写

真
材
料
商
業
協
同
組
合
加
盟
カ
メ

ラ
店

問
合
せ
先
　
緑
化
係

春
季
苗
木
即
売
会

恒
例
と
な
り
ま
し
た
苗
木
即
売
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

苗
木
は
、
産
地
直
送
で
す
の
で
、

市
価
の
二
、
三
割
安
で
す
。

な
お
各
会
楊
で
は
、
緑
の
な
ん
で

も
相
談
と
園
芸
用
土
、
肥
料
の
販
売

も
行
な
い
ま
す
。

植
木
・
苗
木
の
種
類
　
貝
塚
伊
吹
、

も
く
せ
い
、
も
み
じ
、
う
め
な
ど

鉢
物
類
　
さ
つ
き
、
五
葉
松
、
つ
つ

じ
、
ひ
め
り
ん
ご
な
ど

日
時
・
場
所
　
▼
六
月
六
日
(
水
)
花

畑
ほ
民
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
閭
(
花

畑
土
地
区
画
整
理
組
合
四
十
七
街

区
)
　

▼
七
日
(
木
)
東
椿
公
園
(

椿
ニ
ー
ニ

ー

九
)
　

▼
八
日
(

金
)
千
住
中
居
町
公
園
(
千
住

中
居
町
二
四
!
七
)
　

時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時

問
合
せ
先
　
緑
化
係

緑
化
啓
発
見
学
会

区
で
は
、皆
さ
ん
に
緑
の
大
切
さ

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
と
お
り
緑
化
啓
発
見
学
会
を
行
な

い
ま
す
。

日
時
　
六
月
一
日
(
金
)

場
所
　
埼
玉
県
植
物
見
本
園
・
川
口

市
立
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
二
十
歳
以
上
の
区
民

定
員
　
四
十
名

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名

、

竜
話
番
号
お
よ
ぴ
、
見
学
会
参
加

と
明
記
の
う
え
、
緑
化
係
へ

申
込
期
限
　
五
月
二
十
五
日
(
金
)

必
着
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
1
五
〇
)

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

家
政
婦
派
遣

重
度
心
身
陣
害
者
の
い
る
ご
家
庭

に
区
内
の
家
政
婦
紹
介
所
か
ら
家
政

婦
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
　
身
体
障
害
者
手

帳
一
・
二
級
、愛
の
手
帳
了
三

度
お
よ
ぴ
脳
性
マ
ヒ
・
進
行
性
筋

萎
縮
症
で

、
日
常
生
活
上
の
介
護

を
必
要
と
す
る
方
の
い
る
ご
家
庭

で
介
護
者
の
疾
病
、出
産
、そ
の
他

の
事
情
に
よ
り
、
一
時
的
に
生
活

機
能
が
妨
け
ら
れ
る
場
合
(

た
だ

し
、
福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭
奉
仕

具
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
除

き
ま
す
)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
　
食
事
の
世
話

、

洗
濯
、
掃
除
、
そ
の
他
身
の
回
り

の
お
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、身

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
ま

た
は
診
断
書
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

お
早
め
に

敬
老
入
浴
券

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

区
で
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
で

七
十
歳
以
上
(
明
治
四
十
二
年
四
月

二
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
に
、無
料
敬

老
入
浴
券
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
入
浴
劵
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
敬
老
入
浴
券
ア
ン
ケ
ー
ト
(
往

復
(

ガ
キ
)
を
発
送
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
て
い

な
い
方
は

、
早
め
に
ご
記
入
の
う
え

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
対
象
の
方
で
ア
ン
ヶ
I
ト

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
先
　
老
人
福
祉
係

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩
す
る
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
由
で
そ
の
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
家
庭
の
た
め
に
入
院
助
産

制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
崗
た
す
方
は

入
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
妊
娠
七
か
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
所
得
税
額
が
一
万
六
千
(

百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
前
年
度
分
の

所
得
税
額
(
特
別
区
民
税
額
)
の

わ
か
る
も
の
、
健
康
保
険
証
、母

子
手
帳
、印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事

務
所
へ
。

保
健
所
だ
よ
り

偏
食
・
少
食
児
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

日
時
　
五
月
二
十
九
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分

内
容
　
偏
食
と
少
食
の
栄
養
に
つ

い
て
、
献
立
、調
理
方
法
、実

演
対
象
　
六
歳
末
膺
児
を
持
つ
母
親

定
員
　
親
子
で
四
十
名
(
二
十
組
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北

保
健
相
談
所
　
営
(
九
六
-
四

〇
○
四

育
児
相
談

日
時
　
六
月
六
日
(
水
)
午
前
九

時
～
十
時
三
十
分

内
容
　
身
体
測
定
、
育
児
と
栄
養

指
導

費
用
　
無
料

持
参
品
　
母
子
手
帳
、
お
ひ
つ

場
所
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相

談
所
　
　
(
九
六一
四
〇
〇
四

栄
養
教
室

六
月
コ

ー
ス

日
時
　
六
月
一
日
・
(
日
・
十
五

日
・
二
十
二
日
(
四
日
制
)
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

場
所
　
足
立
保
健
所
栄
養
室

内
容
　
食
品
衛
生
、食
品
の
バ
ラ

ン
ス
、
食
糧
構
成
、疾
病
(
貧

血
・
胃
哂
病
)
と
食
生
活

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄
養
揩

導
担
当
　
富
(
五
五
-
四
一
五

一

精

神
衛
生
相
談

日
時
　
六
月
七
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
!
一時
三
十
分

担
当
　
専
門
医
(
費
用
無
料
)

※
相
談
希
望
の
方
は
、
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相

談
所
　
　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

妊
産
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養

講
習
会

日
時
　
五
月
三
十
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
躅
栄
養
家

内
容
　
妊
産
婦
の
貧
血
に
つ
い

て
、
貧
血
予
防
の
食
生
活

※
希
望
す
る
方
は
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄
養
指

導
担
当
　
　
(
五
五
1
四
一
五

一
母
と
子
の
良
い
歯
の

コ
ン
ク

ー
ル

未
就
学
児
童
と
お
母
さ
ん
、そ

ろ
っ
て
ひ
し
歯
の
な
い
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
ま
す
。参
加
賞
が
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
(
ガ
キ
に
母
子
の
氏

名
、生
年
月
日
、住
所
を
記
入

し
、申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
五
月
末
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

業
務
係
(
〒
1
2
0
千
住
仲
町
七
六
　

(
八
八
1
―
四
二
七
七
)

も
う
じ
き
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

野
外
活
動
講
座

キ
ャ
ン
プ
に
焦
点
を
あ
て
、
基
本

的
な
技
術
・
知
識
を
修
得
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
二
日
(
土
)
・・・
午
後
二

時
～
五
時
　
六
月
十
日
(
日
)
…
午

前
九
時
～
午
後
五
時

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
・
区
立

元
溯
江
公
園

対
象
　
青
少
年
団
体
育
成
者
で
二
日

問
と
も
受
講
で
き
る
方

定
員
　
(
十
名

申
込
方
法
・
問
合
せ
先
　
五
月
二
十

一
日
か
ら
電
話
で
青
少
年
係
へ
(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

少
年
キ
ャ
ン
プ
場
開
放

元
渕
江
公
園
の
}
部
を
キ
ャ
ン
プ

場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
開
設

期
間
　
七
月
七
日
～
九
月
二
日

利
用
時
間
　
二
泊
三
日
を
限
度
と
し

午
後
一
時
入
場
、
午
前
十
時
退
場

対
象
　
地
区
少
年
団
体
協
議
会
に
届

出
の
あ
る
子
ど
も
会
で
成
人
指
導

者
の
い
る
も
の

申
込
受
付
　
六
月
一
日
(
金
)
午
後

三
時
～
三
時
三
十
分
　
竹
の
塚
社

会
教
育
館
で
抽
せ
ん
受
付
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係
へ

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
業
統
計
調
査

商
業
実
態
基
本
調
査

本
年
六
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

る
商
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
卸
・

小
売
店
お
よ
び
飲
食
店
を
対
象
と
し

て
調
蚕
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査

は
、
わ
が
国
の
商
業
お
よ
ひ
商
品
流

通
の
現
状
を
正
確
に
は
握
し
、
国
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
商
業
者
の
皆
さ
ん
か
将
来
の

経
営
方
針
を
た
て
る
う
え
で
の
資
料

を
提
供
す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
時
期
に
商
業
実
態
基
本

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査

は
、
通
商
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
も

の
に
つ
い
て
行
な
う
標
本
調
査
で
、

商
業
の
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
中
小
商
業
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
近
日
中
に
調
査

貝
か
各
商
店
に
お
伺
い
し
ま
す
が
、

こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
す

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工
事

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
工
事
終
了

に
と
も
な
い
、
水
洗
化
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内
に

水
洗
化
の
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

水
洗
化
可
能
地
域

①
青
井
四
丁
目
十
一
丁
十
四
・
三

十
・
三
十
一
番
の
一
都
　
②
青
井
五

丁
目
三
・
四
・
十
・
十
一
・
十
三
～

十
六
番
の
一
部
　
③
足
立
二
丁
目
七
!

二
十
・
三
十
五
ヱ
ニ
十
七
・
三
十

九
番
の
全
『
二
士
(
・
三
十
一
～

三
十
四
・
三
十
(
番
の
一
部
　
④
足

立
三
丁
目
十
四
～
十
九
・
二
十
四
番

の
全
部
ご
了
四
・
十
二
・
十
三
・

二
十
～
二
十
三
・
二
十
五
・
二
十
六

番
の
一
部
　
⑤
青
井
一
丁
目
十
二
～

十
七
番
の
一
部
　
⑥
青
井
六
丁
目
十

一
～
十
三
・
十
六
圭
一
十
五
番
の
一

部
　
⑦
足
立
二
丁
目
四
十
～
四
十
五

番
の
全
部
、
四
十
六
番
の
一
部
　
⑧

弘
道
一
丁
目
十
四
・
二
十
四
・
ニ
ナ

五
番
の
一
部

供
用
開
始
年
月
日
　
①
～
④
の
地
域

は
五
十
四
年
五
月
十
二
日
、
⑤
～
⑧

の
地
域
は
五
十
四
年
五
月
十
九
日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
北
部
第
一
管

理
事
務
所
(
　
六
〇
二
-
(
(
二

二
)
ま
た
は
区
役
所
下
水
道
課
へ

ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い

湯
河
原あだ
ち
荘

近
辺
に
は
、
源
頼
朝
ゆ
か
り
の
史

跡
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
・
在
動
の

方
(
一
人
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
)

申
込
・
受
付
方
法
　
毎
月
初
日
か
ら

翌
月
一
か
月
分
の
受
付
を
開
始
し

利
用
す
る
日
の
三
日
前
ま
で
区
役

所
一
階
区
民
係
で
受
付
け
ま
す
。

※
七
月
利
用
分
は
、
六
月
一
日
か
ら

受
付
け
ま
す
。
な
お
、
初
日
の
会
場

は
区
役
所
七
階
大
会
議
室
で
す
。

休
館
日
　
六
月
・・・
十
二
日
・
十
三
日

二
十
六
日
・
二
十
七
日
、
七
月
…

十
日
・
十
一
日
・
十
九
日
・
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

国
保
直
営
保
養
所

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

学
校
の
夏
休
み
期
間
中
を
除
き
空

室
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
▽
国
保
加
入
世
帯
=・
利

用
日
の

】か
月
前
か
ら
三
日
前
ま

で
受
付
(
印
か
ん
、
保
険
証
、
利

用
料
持
参
)
　▽
　
一
般
区
民
・
=利

用
日
の
二
十
日
前
か
ら
三
日
前
ま

で
受
付
(
印
か
ん
、利
用
料
持
参
)

利
用
料
　
▽
室
料
(
一
室
一
泊
、二

～
五
名
ま
で
宿
泊
で
き
ま
す
)
　

国
保
加
入
世
帯
・
:
五
千
円
　
一
般

区
民
…
七
千
五
百
円
　
▽
食
事
料

金
(
朝
夕
食
)
　

国
保
加
入
者
、

一
般
区
民
の
区
別
な
く
I
人
に
つ

き
、
大
人
千
五
百
円

、
子
供
千
円

保
養
所
の
休
業
日
　
毎
月
第
二
・
第

四
火
曜
日
の
正
午
か
ら
翌
々
日
の

正
午
ま
で
と
十
二
月
二
十
(
日
か

ら
一
月
四
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険

課
庶
務
係

掲
示
板

昭
和
年
五
十
五
度

区
奨
学
生
募
集

募
集
人
員
　
高
校
生
六
十
名

、
大

学
生
十
名

貸
付
金
額
　
修
学
賢
金
・・・
高
校
月

額
七
千
円
(
国
公
立
)
、
二
万
円
(

私
立
)
　
大
学
月
額
一
万
七
千

円
(

国
公
立
)

、
二
万
九
千
円
(

私
立
)
　
入
学
賢
金
…
高
校
三

万
円

、
大
学
五
万
円

応
募
資
格
　
▽
区
内
に
三
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
　
▽
都
内
の

大
学

、
お
よ
ぴ
高
校
に
在
学
し

て
い
る
方
(
昭
和
五
十
五
年
度

の
入
学
者
を
含
む
)
　

▽
学
業

成
紋
が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健

全
で
あ
る
こ
と
　
▽
同
種
の
学

賢
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
て
い

な
い
こ
と

募
集
期
間
　
六
月
一
日
(
金
)
～

二
十
日
(
水
)

発
表
　
十
一
月
中
旬
の
予
定

貸
付
開
始
　
昭
和
五
十
五
年
四
月

申
込
・
問
合
せ
先
　
学
務
課
振
興

係
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト

あ
な
た
は
健
康
に
自
信
が
あ
り

ま
す
か
。
区
で
は
、
家
庭
内
で
体

力
測
定
か
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

力
テ
ス
ト
を
常
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
に
、
測
定
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
合
せ
先
　
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、必
要
枚
数
、一

話
番
号
を
明
記
し

、体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
五
〇
)
へ

運
動
不
足
の
方
へ

今
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は

若
さ
あ
ふ
れ
る
ト
レ
ー
ナ
ー
が
皆

さ
ん
の
美
容
と
健
康
、
体
力
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

汗
を
流
し
た
後
は
ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ

ナ
で
ス
ッ
キ
リ
、
サ
y
パ
リ
、
明

日
へ
の
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
　
(

五
九
一
(

二
一

一
)
へ

。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

講
習
会

お
年
寄
り
の
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
講
習
会

を
開
き
ま
す
。

日
時
　
一
回
目
上
(
月
五
日
(
火
)

二
回
目
・
=
六
月
十
九
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
北
千
住
公
園
運
動
場

対
象
　
六
十
歳
以
上
の
区
民

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
・
問
合
せ
先
　
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
一
話

番
号
と
一
回
目
、
二
回
目
の
涓

を
明
記
の
う
え
、
体
育
課
(
〒

Ⅲ
千
住
一
-
五
〇
)
へ

区
民
芸
能
大
会

日
時
　
六
月
二
日
(
土
)
午
前
十
時

場
所
　
区
文
化
会
館
(
中
央
本
町
一

1
一
七
一
一
)
《
入
場
無
料
》

問
合
せ
先
　
経
済
課
内
足
立
区
艢

光
協
会

映

画

の

夕

べ

日
時
　
五
月
二
十
六
日
(
土
)
午

後
六
時

題
名
　
白
き
氷
河
の
果
て
に

定
員
　
先
一
百
五
十
六
名

場
所
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー
　
　

八
五
〇
―
八
八
〇
一

国

民

年

金

相

談

日
時
　

六
月
六
日
(
水
)
午
前
十

時
～
午
些
二
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

家

内

労

働

法

を

守

り

ま

し

ょ

う

五
月
二
十
一
日
～
三
十
一

日
ま
で
、家
内
労
働
旬
間
y

す
。家
内
労
働
手
帳
を
受
卜
け
ま

た
、家
内
労
働
に
よ
る
氾

害
を
防
止
し
ま
し
I
つ
。

く
ゎ
し
く
は
、足
立
労
一

基
準
監
督
署
(
千
住
河
原
町

五
　
(
(

二
-

二
(

七
)

へ
ど
う
ぞ
。

不
用
品
の
寄
付

に

ご
協
力
を

足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

の
技
能
グ
ル
ー
プ
で
は
、
家
庭
で

の
不
用
品
を
求
め
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
集
ま
る
と
、
バ
ザ
ー

等
を
開
き
、
そ
の
益
金
を
障
害
者

施
設
等
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
三
木
曜
日

午
前

十
時～
正
午
(
雨
天
中
止
)

場
所
　
青
年
館
駐
車
楊

問
合
せ
先
　
千
葉
寿
美
子
(
　

九

一
九
-
七
三
九
七
)
小
林
一
子
(

(
(

七
'
五
七
四
四
)

中
小
企
業
者
の
た
め
の

共

済

制

度

社
会
保
障
の
面
で
何
か
と

恵
ま
れ
て
い
な
い
中
小
企
業

者
(
経
営
者
)
の
災
客
保
障

の
共
済
制
度
で
す
。

問
合
せ
先
　
(
財
)
中
小
企
業

経
営
者
災
害
補
償
事
業
団

【
　
二
五
三
ド

ニ

】五
一
)

図
書

館
休
館
の

お
知
ら
せ

本
の
特
別
盤
理
の
た
め
、
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
中
央
・
新
田
・
常
東
・
花
畑
図

書
館
上
(
月
一
日
(
金
)～
十
五

日
(
金
)
　
▼
千
住
・
宮
城
・
中

川
・
竹
の
塚
図
書
館
上
(
月
十
六

日
(
土
)～
三
十
日
(
土
)

巡

回
労

働
相

談

賃
金
、
退
職
金
、
労
働
時
間
、

解
雇
、
就
業
規
則
、
労
働
組
合
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
助
言
や
資
料

の
提
供
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
五
月
二
十
三
日
(
水
)
正

午
～
午
後
五
時

場
所
　
足
立
動
労
福
祉
会
館
(
中

央
本
町
一一
一
七
I
一
)

問
合
せ
先
　
東
京
都
王
子
労
政
事

務
所
　
　
九
〇
〇
-
○
一
二
(

フ

ォ

ー
ク
ダ
ン
ス

初
級
講
習
会

期
日
　
五
月
二
十
二
臼
～
六
月
十

九
日
の
毎
週
火
昭
日
、午
後
七

時
～
九
時

場
所
　
梅
島
第
一
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
歳
以
上
の
ほ
民

費
用
　
五
百
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
方
法
　
直
接
会
場
の
受
付
へ

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
　
(
(
一
-
九
〇
六
五

身
体
障
害
者
相
談
室

日
時
　
六
月
よ
り
第
一
日
曜
日
、

お
よ
ぴ
毎
週
木
曜
日
　
午
後
一

時
～
四
時

場
所
　
心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問
合
せ
先
　
足
立
区
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
　
　
(
(
三
-
三
七

五
四
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